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In order to study the phenomena in South Atlantic Anomaly (SAA) due to the high energetic particle 
precipitation, we installed CCD camera and imaging riometer and others at Southern Space Observatory 
(SSO), Brazil. We also installed imaging riometer at several places in South America. In this presentation, 
we examined the relationships between SAA phenomena and polar region disturbances. Our observation 
data suggests that the relationship of imaging riometer absorption is found during large polar region 
disturbances. However, clear relationship is not found during weak or moderate polar region disturbances.  
 
 南大西洋磁気異常帯に降り注ぐ高エネルギー粒子によりどのような現象が生起し、それが地上
にどのような影響を与えているのかを明らかにするため、これまでにブラジル南部宇宙観測所を
はじめ、南米大陸の数か所にイメージングリオメータ等を設置し観測を行ってきた。 
 ここでは磁気異常帯での現象と極域擾乱との関係について調べた結果について報告する。一般
に磁気嵐のように大きな極域擾乱時には、磁気異常帯でもイメージングリオメータに顕著な吸収
現象が見られる。しかし、平均的な擾乱時（AE値で 500ｎT以下程度）では、磁気異常帯で対応
する吸収現象が明確に見られない。反対に、極域で静穏な状態であっても、磁気異常帯で顕著な
吸収現象が見られることがある。このような静穏時の吸収現象は汎世界的に見られることから、
静穏時でも電離層中で電子密度変動が起き、吸収現象を引き起こしていると考えられる。 
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